
追悼  大 村 明 美 氏 

テレビドラマ『海
うみ

も暮
く

れきる』で南堀
みなみほり

シゲを演
えん

じられた大村
おおむら

明美
あ け み

さんが、令和５年６月１２日ご逝去
せいきょ

されました。大村さん

は記者
き し ゃ

クラブに在籍
ざいせき

し、平成 6 年、小豆島尾崎放哉記念館開館
かいかん

の際
さい

には協 力
きょうりょく

会員
かいいん

として記念館のお世話
せ わ

をされていました。 

昭和
しょうわ

57 年、思
おも

いがけないご縁
えん

（ご本人談
ほんにんだん

）からラジオドラマ

劇
げき

場
じょう

『海も暮れきる―小豆島の放哉―』（原作
げんさく

：吉村
よしむら

昭
あきら

氏
し

、放

哉役；橋爪
はしづめ

功
いさお

氏
し

）に出演
しゅつえん

されました。収録
しゅうろく

は小豆島で行
おこな

わ

れ、衣装
いしょう

を着用
ちゃくよう

し、現場
げ ん ば

で録音
ろくおん

していたそうです。その後
ご

、昭和

61年にはテレビドラマ化
か

されその際にも南堀シゲ役
やく

として出演さ

れ、1年間
ねんかん

・4回
かい

に分
わ

けての撮
さつ

影
えい

に挑
いど

まれました
 

。 

平成 30 年 8 月 4 日(土)に放送
ほうそう

された〝ＮＨＫ・土曜
ど よ う

スタジオパ

ーク〟に、放哉を演じられた橋爪
はしづめ

功
いさお

さんが出演され、〝転機
て ん き

になった作品
さくひん

〟として、『海も暮れきる』のお 話
はなし

をされました。大村さんは番組
ばんぐみ

にＶＴ

Ｒ出演し、当時
と う じ

のことについて「橋爪さんは気遣
き づ か

いの出来
で き

る、気
き

さくで優
やさ

しい人。そういう人だったから、冗談
じょうだん

を言
い

ってくれたりして、緊張
きんちょう

がほ

ぐれ撮影
さつえい

に挑
いど

めました。人生
じんせい

の中で、何
なに

ものにも代
か

えがたい 1 年になりました。」と語
かた

られていました。撮影
さつえい

終了後
しゅうりょうご

も電話
で ん わ

や手紙
て が み

のやりとり、舞台
ぶ た い

の観劇
かんげき

など橋爪さんとの交流
こうりゅう

は続
つづ

いていたそうで、この作品
さくひん

がお二

人にとって、本
ほん

当
とう

に深
ふか

く心
こころ

に刻
きざ

まれているのだと感
かん

じられました。 

また、平成 31 年の放
ほう

哉忌
さ い き

では『俳優
はいゆう

 橋爪功氏の転機は～小豆島の放哉

を演じて～』と題
だい

して、大村さんの講
こう

演
えん

が行われました。〝小豆島のシゲさ

ん〟として、テレビドラマに出演したみなさんと当時を振
ふ

り返
かえ

り、撮影の様
よう

子
す

など語
かた

り合
あ

いました。 

記念館に来
こ

られる人の中には、「ドラマを見ました」「放哉を知ったきっか

けです」「吉村昭さんのファンで」と

おっしゃられる方も多
おお

く、ラジオ劇場から約 40 年経
た

った今も皆
みな

さん

の心
こころ

に強
つよ

く残
のこ

る作品になっています。 

福祉
ふ く し

のふるさとづくり推進
すいしん

事業
じぎょう

としてはじまった 

記念館づくりから多
た

大
だい

なるご尽
じん

力
りょく

を賜
たまわ

り、心より 

感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上げます。 

謹
つつし

んでご冥
めい

福
ふく

をお祈
いの

りいたします。 
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平成 30 年 7 月、ＶＴＲ撮影の様子
よ う す

。大村さん

は当時の写真
しゃしん

や手紙
て が み

など大切
たいせつ

に保管
ほ か ん

されてお

り、それらを見ながらお話されました。 
 

↓ラジオ・ドラマの台本
だいほん

 

平成 31 年放哉忌・講演会 


